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Ⅰ . 緒 言

日本 にお いて最も乱用 されて い る違法薬物は ､ 有機捧剤( シ ン ナ ー) と覚せ い剤で ある｡
生涯使用率で は , 有機溶剤 の 方が 覚せ い剤 よ りも乱用率が 高く

､
か つ

､ 有機溶剤 は覚せ い

剤 の 乱用 - の ｢ ゲイ トウ ェ イ ･ ドラ ッ グ｣ で ある こ とが指摘されて い る ｡ 有機溶剤乱用は

1 4 才か ら1 6 才で 開始され る こ とが 多く ､ 中学生の ｢ シ ン ナ ー 遊 び｣ 経験 の危険要因を検討

す る こ とは 薬物乱用防止 対策上 ､ 有用と考えられ るが ､ 日本にお ける 中学生の薬物乱用 の

危険要因 を検討 した これ まで の研究は ､ 主と して単変量 に よる解析を用 い てきたため
､ 各

要因の 危険度を相対的に比較す る こ とが出来なか っ た｡

これ らの こ とをふ まえて本研究で は ､
1 9 9 3 年に関東圏 にある中学校か ら得られ たデ ー

タ

を用 い て ､ 有機溶剤乱用に 関連する危険要因 の検討を多変量解析を用 い て行 っ た｡
1 9 9 3 年は ､

日本 の薬物乱用状況 の歴史的過渡期に あた る｡ こ の 時期には違法性薬物の 入

手可能性が高まり
､ 薬物乱用者の 年齢層が若年にまで広が り ､ 外国人に よる薬物販売ル ー

トが 出現 したと言 われて い る｡
一 方で1 9 9 3 年 は ､ 学習指導要領の 改訂に伴い ､ 中学校 で も

薬物 に関する教育が実施され始 めた年で あっ た ｡ 以上 の こ とか ら ､ 1 9 9 3 年時点にお ける中

学生の 薬物乱用 に関す る研 究は ､ そ の後の 日本 にお いて とられた若年者に対する薬物乱用

防止 施策の 評価 を行う際 の ベ ー ス ライ ン的意味を持っ と思われたo

Ⅱ ｡ 方 法

1
. 対象

1 9 9 3 年 1 l - 1 2 月 に関東地方
-

都六 県 (東京 ､ 茨城､ 栃木 ､ 群馬 ､ 千葉､ 埼 玉 ､ 山梨､ 神

奈川) の 公立 中学校 1 3 校 の 生徒 7 9 7 8 人 に対 し､ 無記名 自記式ア ン ケ ー

トを実施 したo
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2 . 測定変数

本研究 では ､ 以下 の項 目に つ い て検討 した :

1) 有機溶剤使用 : ｢ 生涯経験 の 有無｣ 及 び ｢過去 1 年 の経験の有無｣
2) 危険要因 : ｢ 人 口学的変数 ( 性別 ､ 学年) ｣ , ｢ 起床時 間 ( 日常生活 の規則性) ｣ ､ ｢ 学校
生活｣ ､ ｢ 家庭環境｣ ､ ｢ 友 人関係 (親 しい友人 の 有無) ｣ ､ ｢ 仲間か らの圧力 ( シ ン ナ

ー

遊 び

誘われ経験) ｣ ､ ｢ 喫煙 (経験 ､ 頻度) ｣ ､ ｢飲酒ス タイ ル (飲酒経験な し､ 大人 の 監督下で の

み飲酒 ､ 大人 の 監督外で の飲酒) ｣ ､ ｢身 近に シ ンナ ー

経験者は い る か｣ ､ ｢ シ ン ナ ー

の 害の

知識 (急性 中毒死 ､ 精神病症状 ､
無動機症候群､ フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク) ｣ ､ ｢ 遵法意識 ( 未成

年の飲酒 ･ 喫煙禁止 ､
シ ンナ ー 乱用禁止 に つ いて) ｣

4 . デ ー

タ解析

先行研究 との 比較 の ため ､
｢ シ ン ナ ー の 生涯経験 の 有無｣ を従属変数 ､ 各危険要因を独

立変数 と して ､ 単変量 の ロ ジス テ ィ ッ ク 回帰分析を行 っ た｡ 次に ､
｢ シ ンナ ー の 生捷経験

の有無｣ を従属変数 と して危険要因全 て を投入 し､ 多変量の ロ ジス テ ィ ッ ク回帰分析 を行
っ た

o
よ り簡便なモ デル を得る ため ,

ス テ ッ プ ワ イ ズ法に よ る変数選択 (投入基準 α -

.o 5
､

除去基準 α -

. o 5) を行 い ､ 最終モ デル を得た｡

先行研究及 び単回帰分析 で シ ン ナ ー 経験 と関連 が認め られ つ つ ､ 多変量解析で 有意な関

連 を失 っ た飲酒ス タイ ル に つ き
､
ク ロ ス 表か ら喫煙との 関係 を確認 したo

飲酒 ス タイ ル別 に シ ン ナ ー 生涯経験と各危険要 因の 関連 に つ い て 多変量 ロ ッ ジス テ ィ ッ

ク回帰分析を行 い ､ 変数選択 で最終モ デル を得た｡

シ ンナ ー 遊 び の 持続要因の検討の た め ､ ｢ 生涯経験 ありだが過 去 1 年は使用 して い な い

群 (推定中断群)｣ と ｢ 過去 1 年使用経験 あり群 (新規使用者 + 継続使用者) ｣ にお ける ｢ シ

ン ナ ー 遊び誘われ経験｣ を比較 したo

Ⅲ . 結 果

1 . 対象者

対象者 79 7 8 人中､
7 7 4 4 人 (9 7 .

1 % ) か ら回答 を得たo ｢ シ ン ナ ー 遊び｣ 生涯経験が ある

と答 えた者は 9 0 人 ( 男子 6 3 人 ､ 女子 2 6 人 ､ 不明 1 人) で あ っ た
D

2 .解析の結果

1 ) 単変量解析 の結果

蛙型 男子は女子に 比 して粗オ ッ ズ比 ( 以下粗o R) が2 . 2 2 で あ っ たo 豊生 いずれ の 学年
も シ ン ナ ー 遊び経験とは有意な関連 を示 さなか っ たo 起床 時間 不規則 な者は規則 的な者

に 比 べ て粗o R が 3 . 8 2 で あ っ た｡ 学校生活 租o R は ｢ とて も楽し い｣ と答えた者に比 べ ｢ あ

まり楽 しくな い｣ 着で は 2 . 4 3 ､ ｢ 全く楽 しく ない｣ 着で は1 6 .
6 6 で あ っ た o 家庭環境 ｢ う

まく い っ て い る｣ 者に比 べ ､
｢ どちらとも い えない｣ 者の粗o R が 3 . 1 7 ､ ｢ うまく い っ て い な

い｣ 場合は粗o R が6 . 9 5 で あ っ た ｡ 親しい友人 ｢ い る｣ 者に比 べ ｢ いな い｣ 者の粗o R は5 .
9 3

であ っ た｡ 喫煙経験 ｢ 経験な し｣ に比 べ
､ 粗o R は ｢ 何回か｣ で6 . 7 5

､
｢ 時々 ｣ で2 8 . 1 9

､
｢ 毎

日の ように｣ で は9 6 . 4 4 で あ っ たo 飲酒経験 大人 の監督外 で飲酒経験が ある者は ､ 飲酒経

験がない者に比 べ 粗o R が8 . 5 0 で あ っ た｡ 身近に シ ンナ ー 経験者が い るか ｢ 身近 に シ ンナ
ー 遊 びを して い る人が い る｣ 者は ､

い ない 者に比 べ粗o R が 2 0 . 0 8 で あ っ たo y ン ナ
- 遊び誘

われ 経験 誘 われた経験 の な い場合に比 べ
､
ある場合の O R は 7 0 . 1 7 で あ っ た｡ シ ン ナ ー の 害

聖塾塾 ｢急性 中毒 死｣ ｢ 精神病状態｣ ｢ 無動機症候群｣ の知識 の 有無と シ ン ナ ー 遊 び経験

に は有意な関連 は なか っ た( p ) 0 .
0 5) o フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク を知 っ て い るか に つ い て は ､

シ ン
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ナ
一

連び経験者は ､ 経験の ない者に比 べ 粗o R が2 . 3 2 で あ っ た｡ 酒禁止 - ｢ 低
い 遵法意識｣ の粗 o R が 1 0 ･2 4 で あ っ た o 喫煙禁止 - の 遵法者曜 遵法意識が･ ｢高 い｣ 場合
に比 べ

､

｢ 中等度｣ で は粗 o R が 4 ･7 0 ､ ｢ 低 い｣ 場合に は 1 7 . 9 5 で あ っ た . を ンナ
-

吉崎 禁
立 脚 ｢高 い｣ 場合 に比 べ粗 o R は

､
｢ 中等度｣ で 8 .

3 6 倍､
｢ 低 い｣ 場合で 2 8 ｡2 3

倍 で あ っ た o

2) 多変量解析 の 結果

全要因変数をモ デ ルを羊投入 したとこ ろ ､
｢ 性別｣ ｢ 家庭環境｣ ｢ 喫煙経験｣ ｢ 身近 に シ ン ナ

ー

経験者がい るか｣ ｢ シ ン ナ ー 遊 び誘われ経験｣ ｢ シ ン ナ ー

乱用禁止 に - の 低 い遵法意識｣
が シ ン ナ

ー

遊び経験に関連 して いた ｡ 調整o R は ｢ シ ンナ ー 遊び誘われ経験あり｣ の8 . 1 8 と

唱 日の ようにた ばこ を吸う｣ の7 . 2 9 で最も高か っ た｡ ス テ ッ プ ワ イ ズ法に よ る変数選択
の 結果 ､

｢ 性別｣ ｢ 家庭環境｣ ｢ 喫煙経験｣ ｢ 身近 に シ ン ナ ー

経験者が い る か｣ ｢ シ ン ナ ー 遊

び誘われ経験｣ ｢ シ ンナ ー 乱用禁止 に対す る低 い遵法意識｣ が選択され ､ 最も調整o R が 高か
っ たの は ｢ 毎 日の ようにたばこ を吸う｣ の 8 . 5 1 と ｢誘われ経験｣ の8 . 5 0 で あ っ た

｡

3) 飲酒 の 効果 に つ いて の検討

ク ロ ス 表 で確認 したとこ ろ ､ 飲酒は喫煙 の入門薬物 にな っ て い る可能性 が示唆された ｡

飲酒 ス タイ ル 別解析 で は以下の 結果が得られた : 飲ん だ こ とが ない 群で は
､ 選択 された変

数 は ､ ｢起床時間の 不規射性｣ (調整 o R - 7 .6 1) ､ ｢ 誘われ経験｣ (調整 o R - 3 8 . 2 0) ､ ｢ 喫煙禁
也 - の低 い遵法意識｣ (調整 o R - 1 6 3 8) で あ っ たo

-

方 ､
｢ 大人 の 監督下で の み飲む 群｣

では r性別｣ ( 調整 o R - 5 .4 1) ､ ｢ 家庭環境｣ (調整 o R - 3 .0 4) ､ ｢ 喫煙経験｣ (調整 o R - 1 8 .9 0) ､
｢ 誘われ経験｣ (調整 o R - 1 6 .2 4) ､ ｢ 身近に シ ン ナ ー 乱用者が い るか｣ ( 調整 o R = 1 2

.
75) が

有意な関連を示 したo ｢ 大人 の監督外 で飲酒経験が ある群｣ で は ､
｢ 学校生活｣ (調整 o R - 3 .4 7)

｢ 喫煙経験｣ ( 調整 o R - 1 0 .1 2) ､ ｢ 誘 われ経験｣ ( 調整 o R - 1 2 .4 6) ､ ｢ シ ン ナ ー 乱用禁止 へ の

低 い遵法意識｣ (調整 o R - 6 .8 7) が有意な関連 を見せた ｡

4) シ ン ナ ー

遊び の 持続要因の 検討

｢ 生涯経験ありだが過去 1 年 は使用 して い な い群 (推定中断群) ｣ では ｢ 過去 1 年使用

経験 あり群 ( 新規使用者 + 継続使 用者) ｣ に比 較して ｢ シ ン ナ ー 遊び誘われ経験｣ ありと

した者 の率が有意に低か っ た ( x 2 - 5 . 4 7 , d f - 1 , P 〈O . 0 5 ) o

Ⅳ . 考察

本研究 の結果 ､ 以下の こ と が示 された : 1) ｢ 喫煙経験｣ と ｢ シ ンナ
ー

遊 び誘 われ経験｣

が
､
シ ン ナ ー 遊び経験 と最も強 い 関連 を示 した｡ 2) ｢ 身近 に シ ン ナ ー 乱用者が い る こ と｣

｢ シ ン ナ
ー

乱用禁止 - の低 い遵法意識｣ ､ ｢ 性別｣ ､ ｢ 家庭環境｣ も有意な関連を示 した｡ 3)

飲酒 ス タイ ル は ､ 多変量モ デル にお いて は ｢ シ ン ナ ー 遊び｣ と有意な関連を示 さなか っ た
｡
4)

シ ンナ ー

遊 び の 害の知識が ある こ とと
､
シ ンナ

ー

遊 び経験 がな い こ とは ､ 有意な関連を示

さなか っ た o

｢喫煙経験｣ は ｢ シ ン ナ
ー

遊び｣ との 強 い 関連を見せ ､ 頻度が高い ほ ど調整オ ッ ズ比 も

上が るなど､ 量
一

反応関係もみ られたo 飲酒経験は ア メ リカ にお い て は違法性薬物 - の ｢ ゲ

イ トウ ェ イ ･ ドラ ッ グ｣ の
一

つ に挙げられて い るもの の ､ 日本に お い て は直接的に ｢ シ ン

ナ ー

遊び｣ - の 入門的役割を果た して い な い可能性 が示されたo 背景に は飲酒文化 の違 い

が あると考え られ る｡ しか しなが ら
､ 飲酒経験も ､ 喫煙経験が媒介す る こ と に より ､

シ ン

ナ
ー

遊 びに 関連 してく ると考えられた｡ 害の知識 を持 っ こ とは
､
必ず しも シ ン ナ

ー

遊び の

抑止 力に ならない と の結果 で あっ たが ､
1 9 9 3 年が 中学生に対する薬物教育開始 の年 で ある
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こ とを考える と､ 知識 の提供方法 を工夫する こ とで
､
｢ 薬物使用経験がある方が寧ろ知識

を持 っ て い る｣ 状況か ら ､
｢ 知識 を持 っ て い る こ とで 薬物使用 を避 ける｣ 状況が 来 る可能

性 も考えられ る ｡ シ ン ナ
ー

遊び の 持続要因に ､ 同世代仲間か らの圧力が関連 して い ると の

結果 から ､ 薬物教育の際に は ､
こ う した圧力 に対応 出来 る ようにす るため の 行動学的内容

を含めたり ､
同世代仲間か ら直接 の知識提供を して もらうな どの方法が考えられる ｡ また

､

飲酒ス タイ ル 別に シ ンナ ー 乱用と の 関連要 因が異なるため ､
上記 ､ 教育内容 の伝達法 の 工

夫 に加 え､ 大人 の監督外 で飲酒する - イ リ ス ク群ほ ど､ 家族 - の 働きか けも行うな ど多方
向か らの プ ロ グラム が有効で あると考えられた｡

本研究 の結果は ､ 中学生 の薬物乱用防止 対策上 ､ 有用な仮説 を与えるも の で あっ たが
､

こ の仮説をさらに検証す るために は ､ 継時的研究が待たれ る｡
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